
一
般
住
宅
プ
レ
カ
ッ
ト
は
も
と
よ
り
、
中
大

規
模
木
造
建
築
に
対
応
す
る
中
・
大
断
面
木
造

部
材
や
Ｃ
Ｌ
Ｔ
パ
ネ
ル
の
プ
レ
カ
ッ
ト
に
も
積

極
的
な
展
開
を
見
せ
て
い
る
㈱
ス
カ
イ
（
静
岡

県
磐
田
市
上
野
部
２
７
４
０

－
５
、
髙
橋
幸
嗣

社
長
、
☎
０
５
３
９

－

６
３

－
５
５
０
０
）
を

訪
ね
た
。

㈱
ス
カ
イ
の
創
業
は
１
９
９
０
（
Ｈ
２
）
年

５
月
で
、
木
材
業
の
積
志
木
材
、
住
宅
仲
介
販

売
の
金
澤
商
店
、
及
び
製
材
業
の
金
沢
商
店
、

木
材
流
通
の
山
サ
の
４
者
協
同
に
よ
る
プ
レ

カ
ッ
ト
専
門
工
場
と
し
て
立
ち
上
げ
ら
れ
た
。

社
名
の
由
来
は
、
そ
の
４
社
の
頭
文
字
Ｓ
、
Ｋ
、

Ｋ
、
Ｙ
を
並
べ
て
「
Ｓ
Ｋ
Ｙ
」
と
い
う
名
称
に

な
っ
た
と
云
う
。

土
台
・
梁
・
桁
・
母
屋
・
大
引
き
等
横
架
材

の
プ
レ
カ
ッ
ト
加
工
を
行
な
っ
て
い
る
本
社
豊

岡
工
場
を
始
め
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
及
び
大
断
面
材
に
よ

る
特
殊
加
工
を
豊
岡
太
郎
馬
工
場
で
行
な
う

他
、
浜
松
市
天
竜
区
船
明
に
は
柱
、
羽

柄
、
合
板
、
金
物
工
法
等
の
４
つ
の
専

門
加
工
工
場
を
含
め
合
わ
せ
て
６
工
場

の
生
産
拠
点
を
有
し
て
い
る
。

ま
た
関
東
に
営
業
所
と
デ
ポ
を
置

き
、
木
造
建
築
物
の
部
材
全
て
の
プ
レ

カ
ッ
ト
Ｃ
Ａ
Ｄ
入
力
か
ら
加
工
、
納
品

ま
で
を
「
ス
カ
イ
プ
レ
カ
ッ
ト
シ
ス
テ

ム
」
と
し
て
ト
ー
タ
ル
に
行
な
い
、
全

国
の
顧
客
に
商
材
を
提
供
し
て
い
る
。

創
設
当
時
の
初
代
社
長
に
山
サ
の
山

下
晏
義
氏
が
就
任
し
、
続
い
て
金
澤
商

店
の
代
表
・
金
澤
康
昭
氏
が
代
表
と
な

り
、
現
在
は
３
代
目
と
な
る
髙
橋
幸
嗣

社
長
へ
と
引
き
継
が
れ
て
い
る
が
、
そ

の
高
橋
社
長
も
、
本
誌
が
発
行
さ
れ
る

６
月
に
は
後
任
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
を
す

る
予
定
だ
と
云
う
。

次
代
社
長
は
、
40
代
の
若
い
世
代
の

役
員
の
中
か
ら
選
出
さ
れ
る
と
云
う
事

の
様
で
、「
若
い
世
代
に
経
営
実
務
を

引
き
渡
す
こ
と
は
既
に
６
年
前
の
株
主
総
会
で

発
表
し
て
い
る
。
も
っ
と
パ
ワ
フ
ル
に
行
動
力

の
在
る
会
社
に
成
る
様
、有
言
実
行
す
る
」
と
、

自
身
は
世
代
交
代
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
様
に

見
え
る
。

さ
て
、
㈱
ス
カ
イ
で
は
「
ス
カ
イ
プ
レ
カ
ッ

ト
シ
ス
テ
ム
」
の
完
成
形
を
目
指
し
、
こ
の
ほ

ど
豊
岡
本
社
工
場
の
横
架
材
プ
レ
カ
ッ
ト
ラ
イ

ン
の
更
新
を
行
な
い
、新
た
に
宮
川
工
機
㈱（
愛

知
県
豊
橋
市
花
田
町
字
中
ノ
坪
53
、
宮
川
嘉
隆

社
長
、
☎
０
５
３
２

－

３
１

－

１
２
５
１
）
製

の
全
自
動
横
架
材
加
工
機
Ｍ
Ｐ
Ｓ

－

Ｖ
Ｘ
を
導

入
設
備
す
る
と
共
に
、
非
住
宅
、
中
大
規
模
木

造
物
件
対
応
用
に
同
じ
く
宮
川
工
機
㈱
製
の
大

断
面
加
工
機
Ｍ
Ｐ
Ｓ

－

55
を
導
入
増
設
し
、
生

産
性
の
向
上
と
各
種
プ
レ
カ
ッ
ト
ニ
ー
ズ
に
万

㈱
ス
カ
イ
の
豊
岡
工
場
を
訪
ね
て

設
備
更
新
を
図
り
、
非
住
宅
、
中
大
規
模
木
造
建
築
で
の
木
材
利
用
推
進
へ
！

汎
用
プ
レ
カ
ッ
ト
加
工
機
に
加
え
、
大
断
面
加
工
機
Ｍ
Ｐ
Ｓ

−55
も
導
入
！
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全
迅
速
に
対
応
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
る
。

ま
た
、
既
に
同
社
は
Ｃ
Ｌ
Ｔ
・
大
断
面
対
応

全
自
動
プ
レ
カ
ッ
ト
加
工
ラ
イ
ン
と
し
て
、
２

０
１
４
（
Ｈ
26
）
年
12
月
に
伊
・
ユ
ニ
チ
ー
ム

社
製
ウ
ル
ト
ラ
Ｃ

－

14
／
30
（
現
・
ビ
エ
ッ
セ 

ユ
ニ
チ
ー
ム
Ｕ
Ｔ
）
Ｃ
Ｎ
Ｃ
加
工
機
を
導
入
し

て
お
り
、
更
に
２
０
１
８
（
Ｈ
30
）
年
７
月
に

伊
・
ラ
ウ
テ
ッ
ク
社
製
オ
イ
コ
ス
（
Ｏ
Ｉ
Ｋ
Ｏ

Ｓ

－

12
）
６
軸
制
御
Ｃ
Ｎ
Ｃ
加
工
機
を
導
入
し

た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。

こ
の
４
月
で
㈱
ス
カ
イ
の
従
業
員
は
１
８
５

人
と
な
る
。
平
均
年
齢
34
～
35
歳
と
若
い
世
代

が
多
く
活
躍
す
る
一
方
で
、
72
歳
の
大
ベ
テ
ラ

ン
も
複
数
名
、
大
工
職
と
工
場
職
で
未
だ
活
躍

さ
れ
て
い
る
と
云
う
。　
　

市
場
が
要
求
す
る
ど
ん
な
に
難
易
度
が
高
い

物
件
で
も
引
き
受
け
、
大
工
技
術
と
機
械
プ
レ

カ
ッ
ト
技
術
を
融
合
さ
せ
た
高
付
加
価
値
製
品

を
作
り
上
げ
ら
れ
る
企
業
を
目
指
す
と
取
り
組

ま
れ
、
昨
年
度
の
年
商
は
57
億
円
と
云
う
。

こ
の
程
㈱
ス
カ
イ
に
増
設
さ
れ
た
先
述
の
新

し
い
宮
川
工
機
㈱
製
の
プ
レ
カ
ッ
ト
設
備
に
つ

い
て
は
写
真
等
で
紹
介
す
る
事
と
し
て
、
む
し

ろ
今
回
は
、
時
代
に
先
駆
け
設
備
並
び
に
人
材

投
資
を
推
進
さ
れ
、
ス
カ
イ
の
発
展
に
大
き
く

貢
献
さ
れ
て
来
ら
れ
た
３
代
目
髙
橋
社
長
の
考

え
方
に
焦
点
を
当
て
て
、
迫
っ
て
み
た
い
と
思

う
。

㈱
ス
カ
イ
髙
橋
幸
嗣
社
長

―
―
私
ど
も
の
会
社
は
世
襲

制
で
は
な
く
、
近
く
私
は
社

長
職
を
若
い
役
員
へ
引
き
渡

し
ま
す
。
勿
論
、
代
表
と
し

て
は
残
り
ま
す
が
、
依
存
さ

れ
る
の
は
困
り
ま
す
の
で
、

若
い
人
達
に
は
も
っ
と
パ

ワ
ー
を
持
っ
て
行
動
力
を
示

し
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。本

誌
―
―
㈱
ス
カ
イ
の
歴

代
社
長
は
全
く
縁
故
関
係
は

無
い
と
聞
き
ま
し
た
が
。

髙
橋
幸
嗣
社
長
―
―
私
自

身
中
途
採
用
者
で
、
以
前
は

全
く
畑
違
い
の
食
品
業
界
で

働
い
て
い
ま
し
た
。
㈱
ス
カ

髙
橋
幸
嗣
社
長
に
㈱
ス
カ
イ
の
取
組
み
を
聞
く

在
来
プ
レ
カ
ッ
ト
か
ら
特
殊
プ
レ
カ
ッ
ト
ま
で
Ｃ
Ａ
Ｄ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
を

繋
げ
、
プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
の
要
で
あ
る
Ｃ
Ａ
Ｄ
の
重
要
性
を
語
る

イ
に
入
社
し
て
プ
レ
カ
ッ
ト
の
営
業
を
担
当
し

ま
し
た
が
、
当
時
の
営
業
は
、
発
注
者
の
材
木

屋
さ
ん
に
図
面
を
貰
い
に
行
く
だ
け
の
仕
事
で

し
た
。

こ
れ
で
は
面
白
く
な
い
と
、
私
は
大
工
さ
ん

の
処
に
通
い
、
プ
レ
カ
ッ
ト
図
面
の
見
方
、
専

門
的
な
部
位
の
名
前
等
を
全
て
覚
え
、
１
年
後

に
は
営
業
が
材
木
屋
さ
ん
か
ら
貰
っ
た
図
面
を

基
に
、
現
場
の
大
工
さ
ん
や
設
計
士
さ
ん
と
プ

レ
カ
ッ
ト
の
打
ち
合
わ
せ
処
理
ま
で
出
来
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

当
時
の
私
の
経
験
は
、
今
も
㈱
ス
カ
イ
に
営

業
で
入
社
し
た
中
途
採
用
者
、
新
卒
者
に
対
し

一
年
位
掛
け
て
徹
底
的
に
教
え
て
か
ら
後
、
営

業
に
行
か
せ
る
ス
タ
イ
ル
で
や
っ
て
実
行
し
て

い
ま
す
。

や
は
り
営
業
が
技
術
的
な
情
報
力
を
持
っ

て
、
プ
レ
カ
ッ
ト
の
入
り
口
の
部
分
で
ま
ず
広

く
浅
く
大
工
さ
ん
達
と
し
っ
か
り
と
打
ち
合
わ

せ
を
す
る
こ
と
が
大
事
で
、
打
ち
合
わ
せ
に
よ

る
情
報
交
換
の
や
り
取
り
の
中
か
ら
互
い
に
信

頼
関
係
が
生
ま
れ
ま
す
。
私
の
先
生
役
の
信
頼

で
き
る
大
工
さ
ん
が
、
部
材
の
規
計
算
を
電
卓

を
使
っ
て
積
算
で
き
る
大
工
さ
ん
で
㎜
単
位
の

世
界
で
の
話
が
出
来
た
こ
と
も
幸
い
し
ま
し
た
。

宮
川
工
機
㈱
さ
ん
と
の
お
付
き
合
い
も
そ
の

頃
か
ら
で
、
設
備
交
渉
も
、
未
だ
役
員
で
な
い

私
も
当
時
か
ら
参
加
さ
せ
て
貰
い
ま
し
た
。
当

時
の
㈱
ス
カ
イ
は
、
役
員
が
皆
各
々
自
分
の
会

社
を
持
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
云
う
な
ら
ば
非

常
勤
役
員
に
よ
る
会
社
で
し
た
。
常
勤
で
会
社

に
居
る
の
は
私
し
か
い
な
か
っ
た
の
で
す
。

そ
の
㈱
ス
カ
イ
に
入
社
５
年
目
で
役
員
に
就

任
し
、
二
代
目
社
長
の
金
澤
氏
が
ビ
ジ
ョ
ン
を

考
え
、
私
が
具
体
的
に
動
く
と
云
う
二
人
三
脚

で
経
営
し
、私
が
㈱
ス
カ
イ
に
入
っ
て
か
ら
は
、

難
易
度
の
高
い
物
件
で
も
一
度
も
断
ら
ず
に
受
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け
ま
し
た
。
設
立
か
ら
一
度
も
赤
字
を
出
し
た

こ
と
は
無
い
で
す
。

高
橋
幸
嗣
社
長
―
―
当
時
の
プ
レ
カ
ッ
ト
加

工
は
、
今
み
た
い
に
Ｃ
Ｎ
Ｃ
と
か
ロ
ボ
ッ
ト
が

有
り
ま
せ
ん
。
大
工
さ
ん
の
手
加
工
と
機
械
プ

レ
カ
ッ
ト
を
ど
う
や
っ
て
融
合
し
、
大
工
さ
ん

に
施
工
図
を
描
か
せ
て
活
用
さ
せ
る
か
と
い
う

処
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

構
造
材
だ
け
で
な
く
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
図
を
見
る
と

垂
木
、根
太
等
、長
さ
と
か
形
等
、色
ん
な
デ
ー
タ

が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
未
だ
宮
川
工
機
㈱
さ
ん

の
大
断
面
加
工
機
は
生
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
頃

な
の
で
、大
工
集
団
に
木
材
を
全
部
手
加
工
で

作
っ
て
貰
っ
て
、付
加
価
値
付
け
て
売
り
ま
し

た
。そ

の
後
に
、
28
㎜
厚
の
厚
い
合
板
を
「
根
太

レ
ス
」で
使
え
る
と
云
う
発
想
で
売
り
ま
し
た
。

大
工
集
団
に
鋸
と
墨
付
け
で
、
柱
、
間
柱
の
当

た
る
部
分
を
刳
り
抜
い
て
貰
い
、
数
十
棟
の
物

件
を
施
工
し
ま
し
た
。
構
造
材
で
も
何
で
も
な

く
、
床
倍
率
と
か
の
考
え
方
も
無
か
っ
た
の
で

す
が
、
何
と
か
建
築
主
事
に
了
解
し
て
貰
っ
た

経
緯
が
あ
り
ま
す
。

と
も
あ
れ
宮
川
工
機
㈱
さ
ん
が
合
板
加
工
機

と
し
て
機
械
化
し
た
の
で
、
第
一
号
を
当
社
が

買
い
ま
し
た
。
始
め
は
１
２
０
０
㎜
余
×
３
ⅿ

サ
イ
ズ
の
パ
ネ
ル
加
工
が
可
能
な
ラ
イ
ン
の
構

成
に
し
て
貰
い
ま
し
た
が
、
今
で
は
施
工
性
を

考
慮
し
て
九
割
九
分
、
９
０
０
㎜
余
×
１
８
０

０
余
㎜
（
３
×
６
）
サ
イ
ズ
の
実
無
し
の
合
板

を
使
用
し
て
い
ま
す
。

今
や
プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
に
は
、
合
板
加
工
機

や
羽
柄
加
工
機
の
設
置
が
当
た
り
前
と
云
う
時

代
に
な
っ
た
の
は
感
慨
深
い
で
す
ね
。

髙
橋
幸
嗣
社
長
―
―
プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
も
ラ

イ
バ
ル
が
あ
る
か
ら
こ
そ
進
歩
し
ま
す
。
そ
れ

と
共
に
、
プ
レ
カ
ッ
ト
加
工
機
械
を
稼
働
さ
せ

る
優
れ
た
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
が

無
い
と
合
理
的
な
加
工
は
出
来
な
い
と
識
り
ま

し
た
。
経
験
上
、
私
は
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
は
凄

く
拘
り
ま
し
た
。

例
え
ば
、
羽
柄
加
工
機
を
導
入
す
る
際
、
歩

留
ま
り
優
先
か
、
梱
包
優
先
か
、
使
い
勝
手
を

優
先
し
つ
つ
お
客
様
の
都
合
を
考
え
た
開
発
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
に
な
っ
て
い
る
か
を
重
要
視
し
ま

し
た
。

ソ
フ
ト
は
㈱
ト
ー
ア
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

（
埼
玉
県
朝
霞
市
）
製
で
当
時
、
ス
カ
イ
の
工

場
は
24
時
間
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。
社
員
の

中
に
は
、
子
供
の
顔
が
見
ら
れ
な
い
と
か
、
或

い
は
ク
レ
ー
ム
と
し
て
粗
悪
品
が
多
く
発
生
し

た
の
で
、
24
時
間
体
制
を
止
め

ま
し
た
。

そ
の
後
、
宮
川
の
プ
レ
カ
ッ

ト
加
工
機
を
同
じ
イ
ン
タ
ー

フ
ェ
ー
ス
で
繋
い
で
連
動
し
て

加
工
稼
働
で
き
る
よ
う
な
ソ
フ

ト
開
発
を
ト
ー
ア
さ
ん
に
お
願

い
し
ま
し
た
。
そ
れ
が
可
能
に

な
っ
た
ら
ス
カ
イ
に
新
し
い
宮

川
の
プ
レ
カ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
入

れ
よ
う
と
決
め
て
い
ま
し
た
。

こ
の
程
、
本
社
に
導
入
し
た
全

自
動
横
架
材
加
工
機
Ｍ
Ｐ
Ｓ

－

Ｖ
Ｘ
、
並
び
に
宮
川
工
機
㈱
製

の
大
断
面
加
工
機
Ｍ
Ｐ
Ｓ

－

55

の
ラ
イ
ン
設
備
が
そ
れ
で
す
。

髙
橋
幸
嗣
社
長
―
―
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
は
既
に
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ

Ａ
Ｍ
ソ
フ
ト
を
オ
ー
プ
ン
化
し

て
い
ま
し
た
が
、
私
は
日
本
の

プ
レ
カ
ッ
ト
Ｃ
Ａ
Ｄ
で
全
て
の

機
械
を
連
動
し
て
使
え
る
よ
う

に
し
た
い
と
願
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
こ
で
柱
・
梁
だ
け
で
な
く
湾
曲
集
成
で

も
一
部
屋
根
、
或
い
は
一
部
床
だ
け
を
Ｃ
Ｌ
Ｔ

で
施
工
す
る
と
云
う
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
的
な
こ
と

で
も
、
統
合
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
一
つ
で
整
合
性
が

取
れ
た
加
工
が
出
来
る
発
想
で
イ
ン
タ
ー

フ
ェ
ー
ス
の
開
発
作
成
に
取
り
組
み
、
半
年
掛

け
て
実
現
し
た
こ
と
は
先
に
述
べ
ま
し
た
。

同
時
に
Ｃ
Ｌ
Ｔ
加
工
機
械
と
か
海
外
の
機
械

を
導
入
す
る
際
に
、
日
本
の
ソ
フ
ト
で
稼
働
さ

せ
た
い
為
に
代
理
店
の
㈱
鈴
工
（
三
重
県
伊
勢

市
）
を
通
じ
て
、
一
年
間
、
イ
タ
リ
ア
の
ユ
ニ

チ
ー
ム
社
か
ら
毎
月
技
術
者
に
来
日
し
て
頂

き
、
三
日
三
晩
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
の
実
施
に

向
け
た
協
議
を
重
ね
ま
し
た
。
機
械
メ
ン
テ
の
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消
耗
品
や
交
換
部
品
に
関
し
て
は
、
㈱
鈴
工
で

在
庫
を
確
保
条
件
と
し
、
加
工
設
備
が
機
能
的

に
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
良
く
動
く
よ
う
対
処
し
、
一

方
、
国
に
対
し
て
は
日
本
製
ソ
フ
ト
開
発
へ
の

助
成
と
法
改
正
を
お
願
い
し
て
体
制
を
整
え
ま

し
た
。

結
果
的
に
国
産
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
ソ
フ
ト

開
発
費
が
助
成
対
象
に
な
り
ま
し
た
。
即
ち
、

プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
が
イ
ン
フ
ラ
を
拡
大
す
る
に

は
Ｃ
Ａ
Ｄ
が
一
番
重
要
な
の
で
す
。

髙
橋
幸
嗣
社
長
―
―
例
え
ば
、
ト
ー
ア
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
製
ソ
フ
ト
で
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー

ス
す
る
と
云
う
こ
と
は
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
加
工

機
や
特
殊
加
工
機
で
も
土
台
・
柱
・
梁
・

桁
材
の
プ
レ
カ
ッ
ト
加
工
が
出
来
る
様

に
な
る
と
云
う
事
で
す
。
イ
タ
リ
ア
の

オ
イ
コ
ス
特
殊
加
工
機
で
加
工
す
る
プ

レ
カ
ッ
ト
形
状
を
宮
川
の
仕
口
に
変
え

て
加
工
し
ま
す
。在
来
工
法
の
場
合
は
、

ユ
ニ
チ
ー
ム
と
オ
イ
コ
ス
で
の
加
工
形

状
は
同
じ
に
し
て
い
ま
す
。

部
材
の
長
さ
10
ｍ
以
上
、
幅
１
２
０

０
㎜
以
上
の
物
は
ユ
ニ
チ
ー
ム
で
、
長

さ
10
ｍ
未
満
、
幅
１
２
０
０
㎜
未
満
は

オ
イ
コ
ス
で
使
い
分
け
し
て
加
工
し
て

い
ま
す
が
、
在
来
木
造
部
材
で
使
う
場

合
は
、
仕
口
は
全
て
宮
川
工
機
に
合
わ

せ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
ソ
フ
ト
と
加
工
形
状
を

合
わ
せ
る
こ
と
で
、
プ
レ
カ
ッ
ト
工
場

と
し
て
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
が
、

プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
と
し
て
は
、
そ
れ
で

も
面
倒
臭
い
わ
け
で
す
。

プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
で
は
、
土
台
・
柱
・

梁
・
桁
材
等
、
図
面
作
成
し
、
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
な
っ
て
チ
ェ
ッ
ク
後

は
、
全
自
動
で
加
工
し
ま
す
が
、
Ｃ
Ｌ

Ｔ
の
加
工
は
Ｃ
Ａ
Ｄ
ワ
ー
ク
ス
で
も
、
プ
レ

カ
ッ
ト
用
の
Ｃ
Ｌ
Ｔ

－

Ｃ
Ａ
Ｄ
で
は
な
く
、
一

枚
一
枚
の
部
品
図
面
を
作
っ
て
る
だ
け
で
す
。

ド
イ
ツ
の
フ
ン
デ
ガ
ー
社
の
Ｈ
Ｓ
Ｂ
―
Ｃ
Ａ

Ｄ
は
、完
璧
で
は
な
い
も
の
の
、全
体
設
計
、壁
、

床
を
部
分
的
に
設
計
、
金
物
配
置
も
床
・
屋
根

個
別
に
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
要
は

統
合
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
な
っ
て
る
か
ど
う
か
な

の
で
す
よ
。

で
す
か
ら
ス
カ
イ
で
は
、
ウ
ル
ト
ラ
で
も
オ

イ
コ
ス
で
も
大
断
面
集
成
材
対
応
の
加
工
ソ
フ

ト
を
使
っ
て
い
ま
す
。
大
断
面
用
ソ
フ
ト
の
ア

ル
テ
ィ
メ
イ
ト
（
ト
ー
ア
プ
レ
カ
ッ
ト
Ｃ
Ａ
Ｄ

シ
ス
テ
ム
）
ソ
フ
ト
で
は
色
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

加
工
が
可
能
で
す
が
、
例
え
ば
金
物
を
使
う
場

合
、
今
ま
で
は
金
物
メ
ー
カ
ー
さ
ん
に
開
発
し

て
貰
っ
て
い
た
の
が
、
自
分
達
で
オ
リ
ジ
ナ
ル

に
設
計
で
き
ま
す
。
大
き
な
梁
で
あ
っ
て
も
同

じ
形
状
で
あ
れ
ば
、
ど
ん
ど
ん
コ
ピ
ー
し
て

取
っ
て
い
け
ま
す
。
そ
れ
を
Ｘ
Ｙ
軸
で
横
に
寝

か
す
こ
と
で
Ｃ
Ｌ
Ｔ
も
加
工
で
き
ま
す
。
鉄
骨

造
で
床
を
Ｃ
Ｌ
Ｔ
で
作
る
時
で
も
、
応
用
し
て

運
用
出
来
る
と
思
い
ま
す
。

去
年
の
Ｃ
Ｌ
Ｔ
物
件
の
実
績
は
決
し
て
多
く

は
有
り
ま
せ
ん
。
し
か
も
特
殊
物
件
の
加
工
が

殆
ど
で
す
。
今
後
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
建
築
物
を
増
や
そ

う
と
な
る
と
、
や
は
り
簡
単
に
Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
プ
レ

カ
ッ
ト
で
き
る
ソ
フ
ト
開
発
を
進
め
な
い
と
い

け
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
誰
か
が
遣
っ
て
呉
れ
る

だ
ろ
う
…
で
は
な
く
、
先
ず
ス
カ
イ
が
取
り
組

ん
で
実
証
し
な
が
ら
広
め
て
行
く
中
で
、
他
社

ラ
イ
バ
ル
工
場
で
も
簡
単
に
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
加
工
が

出
来
る
仕
組
み
に
す
る
と
云
う
の
が
必
要
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

浜
松
地
域
Ｆ
Ｓ
Ｃ
・
Ｃ
Ｌ
Ｔ
利
活
用

推
進
協
議
会
を
結
成
し
普
及
拡
大
へ

㈱
ス
カ
イ
髙
橋
幸
嗣
社
長
―
―
静
岡
県
に
は

構
造
計
算
を
得
意
と
す
る
設
計
士
は
数
多
く
い

ら
っ
し
ゃ
る
の
で
す
が
、
や
は
り
木
構
造
の
分

か
る
人
が
少
な
い
の
で
す
。

そ
こ
で
「
浜
松
地
域
Ｆ
Ｓ
Ｃ
・
Ｃ
Ｌ
Ｔ
利
活

用
推
進
協
議
会
」
を
創
っ
て
、
浜
松
市
と
浜
松

信
用
金
庫
、
遠
州
信
用
金
庫
が
共
に
発
起
団
体

と
な
っ
て
、
天
竜
材
の
地
産
地
消
に
よ
る
地
域

産
業
の
活
性
化
や
地
方
創
生
、
さ
ら
に
は
、
都

市
の
木
質
化
に
よ
る
地
球
温
暖
化
防
止
等
を
目

的
と
し
た
官
民
連
携
組
織
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

木
材
の
供
給
サ
イ
ド
（
林
業
事
業
体
・
木
材

関
連
事
業
者
）
と
利
用
サ
イ
ド
（
設
計
・
建
設

事
業
者
）、
さ
ら
に
は
、
資
金
需
要
を
支
援
す

る
金
融
機
関
や
大
規
模
木
造
・
木
質
物
件
の
発

注
者
で
も
あ
る
行
政
等
、
浜
松
地
域
の
１
１
８

社
・
団
体
が
参
画
し
、
川
上
か
ら
川
下
ま
で
が

参
画
す
る
全
国
的
に
も
珍
し
い
組
織
で
す
。「
Ｆ

Ｓ
Ｃ
部
会
」「
Ｃ
Ｌ
Ｔ
部
会
」「
連
携
部
会
」
の

３
つ
の
部
会
が
、
目
的
達
成
の
た
め
に
、
専
門

的
な
検
討
・
研
究
を
重
ね
て
い
こ
う
と
発
足
し

ま
し
た
が
、
会
員
の
単
な
る
勉
強
会
で
終
わ
る

の
で
は
な
く
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
・
拡

大
に
繋
げ
る
こ
と
を
強
く
意
識
し
て
活
動
に
取

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

例
え
ば
、
躯
体
を
支
え
る
構
造
の
部
分
に
Ｃ

Ｌ
Ｔ
を
使
っ
て
、
他
は
在
来
工
法
で
繋
げ
て
造

る
方
法
が
一
番
ベ
タ
ー
だ
と
の
発
想
で
、
地
元

の
ア
パ
ー
ト
を
造
り
ま
し
た
。そ
う
す
る
事
で
、

建
物
の
壁
に
筋
交
い
を
全
く
入
れ
ず
に
在
来
工

法
の
部
分
で
大
ス
パ
ン
の
開
口
部
が
設
け
ら
れ

た
り
、
電
気
配
線
や
配
管
と
か
が
全
く
問
題
な

く
施
工
で
き
ま
す
。

地
元
の
金
融
機
関
に
も
機
械
設
備
導
入
や
木

質
化
建
築
で
の
融
資
面
で
積
極
的
に
協
力
を
頂

き
、
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
協
議
会
の
建
築
に

関
わ
る
ゼ
ネ
コ
ン
や
鳶
、
大
工
な
ど
建
築
会
社

に
入
っ
て
貰
っ
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

皆
、
一
回
目
を
経
験
し
た
の
で
二
回
目
以
降

は
「
Ｃ
Ｌ
Ｔ
物
件
は
入
り
口
は
難
し
い
が
、
在

来
と
組
み
合
わ
せ
れ
ば
簡
単
だ
」
と
云
う
感
想

に
な
り
ま
し
た
。
先
ほ
ど
の
Ｃ
Ａ
Ｄ
の
話
と
通

じ
る
処
で
す
。

要
は
、
様
々
が
取
り
組
む
事
業
は
、
意
匠
設

計
か
ら
構
造
計
算
、
プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
、
施
工

大
工
の
グ
ル
ー
プ
等
、
皆
の
顔
が
見
え
る
形
に

な
っ
て
協
議
会
の
Ｃ
Ｌ
Ｔ
部
会
に
よ
る
協
業
作

業
が
功
を
奏
し
た
と
云
う
事
な
の
で
す
。
勉
強

会
を
や
っ
て
良
か
っ
た
と
云
う
話
だ
け
で
な
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く
、
県
や
国
も
積
極
的
に
応
援
し
て
呉
れ
て
、

木
造
需
要
が
ど
ん
ど
ん
拡
が
っ
て
い
ま
す
。

Ｃ
Ｌ
Ｔ
に
つ
い
て
は
、Ｒ
Ｃ
造
と
か
Ｓ
造
の
、

木
造
業
界
と
し
て
入
れ
な
か
っ
た
領
域
に
木
材

と
し
て
入
り
込
む
為
に
は
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
武
器
と

し
て
使
い
、
ス
ラ
ブ
を
鉄
骨
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

で
打
つ
代
わ
り
に
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
木
造
床
で
や
る
、

或
い
は
Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
Ｒ
Ｃ
造
で
の
耐
力
壁
と
し
て

使
う
様
な
展
開
が
必
要
で
す
。
そ
う
な
っ
て
こ

そ
初
め
て
、
需
要
の
縮
小
し
て
い
く
住
宅
業
界

の
中
で
、
新
た
な
需
要
が
生
ま
れ
て
く
る
だ
ろ

う
し
、コ
ス
ト
安
に
繋
が
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

髙
橋
幸
嗣
社
長
―
―
そ
う
は
云
っ
て
も
㈱
ス

カ
イ
は
、
や
は
り
未
来
永
劫
残
る
会
社
に
な
ら

な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
そ
の
為
に
は
、
脱
プ
レ

カ
ッ
ト
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
勿
論
、
プ

レ
カ
ッ
ト
加
工
を
事
業
の
中
心
に
据
え
て
経
営

し
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
プ
レ
カ
ッ
ト
も
量
よ

り
質
の
時
代
に
な
っ
て
行
く
だ
ろ
う
、
と
考
え

て
い
ま
す
。

当
然
、
技
術
力
も
必
要
で
す
し
、
配
送
・
営

業
っ
て
い
う
全
て
の
部
分
が
独
立
し
て
運
営
出

来
る
よ
う
な
部
門
に
な
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

営
業
部
門
も
プ
レ
カ
ッ
ト
部
材
だ
け
を
売
る
だ

け
で
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
建
設
関
連
の
商
材
を
売

れ
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
ね
。

設
計
部
で
も
私
共
の
工
場
だ
け
の
設
計
デ
ー

タ
作
成
す
る
の
で
は
な
く
、
今
は
、
イ
ン
タ
ー

フ
ェ
ー
ス
で
、
ど
こ
の
工
場
に
も
デ
ー
タ
を
送

れ
る
わ
け
で
す
か
ら
、
他
社
の
難
し
い
物
件
、

嫌
が
る
よ
う
な
物
件
の
デ
ー
タ
作
成
も
積
極
的

に
受
注
し
て
行
け
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
ス
カ
イ
の
全
て
の
部
門
が
持
て
る
能

力
を
確
保
し
、
独
立
し
て
も
生
き
残
れ
る
よ
う

な
形
を
目
指
し
て
行
き
ま
す
。

従
っ
て
、
㈱
ス
カ
イ
は
今
後
、
違
う
次
元
に

方
向
転
換
す
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
プ
レ

カ
ッ
ト
だ
け
に
頼
ら
ず
、
量
よ
り
質
、
技
術
と

品
質
、
在
庫
ス
ト
ッ
ク
に
し
て
も
、
あ
ら
ゆ
る

部
分
に
高
い
能
力
を
求
め
て
行
く
の
は
間
違
い

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

本
誌
―
―
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

髙
橋
幸
嗣
社
長
に
お
話
を
伺
っ

た
建
物
「
建
楽
館
」
は
平
成
19
年

11
月
に
建
て
ら
れ
た
と
云
う
。
１

５
０
坪
の
木
造
２
階
建
て
、
一
部

金
物
工
法
建
築
物
で
あ
る
。
在
来

工
法
、
金
物
工
法
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
パ
ネ

ル
の
加
工
見
本
や
住
宅
カ
タ
ロ
グ

等
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
営
業
の

打
ち
合
わ
せ
は
基
よ
り
、
木
造
住

宅
を
選
択
す
る
方
々
の
出
会
い
の

場
と
な
り
、
楽
し
く
木
造
建
築
を

進
め
て
行
く
空
間
で
も
あ
る
。

そ
ん
な
場
所
で
、
髙
橋
社
長
に

様
々
な
お
話
を
伺
っ
た
も
の
の
、

誌
面
の
都
合
で
極
一
部
し
か
披
瀝

で
き
な
か
っ
た
の
は
残
念
で
は
あ

る
。
続
き
は
ま
た
改
め
て
の
機
会

を
得
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
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使う者を未来へ　ライツ刃物テクノロジー

 精密機械刃物

新次元の解決策

ツールシステム

Thermo Grip

多品種少量生産を効率的に加工する目的で
ＣＮＣマシンの高速送り化が世界のトレン
ドとなっています。

ライツThermo Grip サーモグリップ
（焼き嵌めチャック）

軸回転36,000rpmで送り40ｍ/min(F40,000)
という加工を可能にする高速加工用ツール
ホルダーです。
刃先に偏芯は、ハイドロチャック同等の
0.003mm以内、さらに集塵を妨げない先端
デザインです。軽量化が可能のためクラン
ク形状の切り抜きの際、惰性が少なく正確
な寸法を造れます。
専用高周波ジェネレータでサーモグリップ
ホルダーとルータービットを焼き嵌めしま
す。刃物はサーモグリップと完全な状態で
一体化し振動のない安定した高速加工を
可能とします。
刃物の着脱は約1分で終了。ポリゴン方式
と異なり、シャンク全面でクランプします
のでより確実な固定が可能です。
（参考までにシャンク25径で締め付け
トルク500Ｎｍ）

詳しくは弊社営業マンまでお尋ねください。

ライツ高精度ツールホルダー

▲㈱スカイ・建楽館のトイレは電飾と光触媒による癒しの風情である
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